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I―:5 イ書い越 流ナ匠堤 T)えま「の護 床工 に関 すう研究
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|。緒 言

抜%ち押(低しヽ外差■)下流の河床tイ米:資すっ水」Fらヽよび讚床■の資ざ′精難11当η狂

室にあいてほ讚床工の女Jあ、ょび群辻|(フし、てF里論的,実験クつ|〔研先と行?て来たのご,
こ !ゝ(38年度l(イ子フた研先維呆の枇Fを:ムす。

ィムし、溢流遅下'たが可床保護区lgl ι汰りる場合に農業土木方面で113均Zの 人,アイオア

大学の人7どが用レヽられて来たようごあるが, これうのべが微スちの場合に適用しイ半ろい

どゥリヽこ検討すぅとともι〔′従来護床■によく用しヽられて来た十学プロックの効釆ぁ、ょび
｀

学だ・141調べ,実 :(中空4雛Fプロックた渡床エプロックとして月れヽた場合の効果らょび学

だ性1ナ学プロック乙レL較した。
2.史 験 誤 侑

史験は主として大和り|1窪団十ナEを対林と

して行つたので
｀
,史物の九4幅 2θ2″X

高ざθ.25%×孜ぎ約50%の複断面Z有すぅ

核型7K路で`行,た (図 ―|タム()。 晨大流

量に鏃 =|″.4″“ (現地びぼ850″“),

遅り上流の河床勾薔己イ′二1/ρη 下流の勾」乙

を2‐1//jω,餃 落多め高J14`″(突物ごII Iθ

″りτ
い
′:賃床工κJ・nし、ろ中空4却 プロック

お,ょびナタプI」ッ7fすたθtの1/3ο(菫そう70

,4)のしの1′η46“個(純刀バ叙)だ フた。

図-21↑鉄落ち岬の11面□びろう。
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図一1 取 水嘔ちょび嘔下流の誤末■

15-1







工下流端の流通芝同じ夫ささ|〔振少ざ亡夕にた要ケ長さlま,申空牛承,フ
"ロ

ックを用しヽネば

すタプロックを用ぃた場合の半分η長さびょぃ=とが
｀
分かる。このことは史瀞じ〔ょフて確

りられた。図~31■そのl lF1 1水す。 な み図-41すρl直方向の流速分争のた軟,図-5

け枝断方向の流速分布の比較Z禾したものである。

図-5  横 晰方Frnの流速分争の比較

3・3 プ ロックの孝之性のケL狡    襲 機慶鰯‖
十夕ち口子;``FX傷蓉βl:ひ真に見 1釉

られうょうl(プロックの7al秩ゲ凸作用によ

フだた源されぅため沈下敷子Lずぅ傾ml〔み

うのて
｀
}プロツクがで床殿 面積た人きくす

ると共|〔,プ ロック相互之鉄筋ぞ連続すう

え孝かぁる。
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